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名称
ITmedia DX Summit Vol.20
～エンタープライズAIとモダナイズの課題にどう立ち向かうか
ITリーダーを起点とした変革の道標～

主催

開催日時 2024年5月13日(月)～15日(水)

申込締切
セッションプラン申込締切：2024年4月12日（金）
リストプラン申込締切：2024年5月10日（金）

イベント形式 集合型オンラインセミナー

事前申込者数 想定800名

想定視聴者属性

経営者、経営企画の方、社内情報システム部門の
担当役員（CIO）、部長クラス、課長クラスの方、
DX推進部門の部門長、リーダー職の方、情報シス
テム部門

告知・集客

全6テーマ

1. データ基盤
2. 基幹業務システムのERP
3. AI×業務自動化テーマ
4. エグゼクティブ層向けDX
5. データセンターの選び方
6. AI×CX

本内容は予告なく変更または実施を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。ご不明点等は営業担当までお問い合わせください。

開催概要

概要
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エンタープライズITは生成AIの登場で経営の可視化やデータドリブンを目指したデジタル化を越え、大きな変革期を迎えつつあります。
企業のITリーダーは足元のレガシーシステム刷新や新たな経営課題への対応と同時に、新たな競争力の源泉となるAIをどう味方につけるべ
きでしょうか。IT企画者の次の一手のヒントをお届けします。



コンテンツ
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視聴者の抱える課題

1. データ基盤整備の新潮流を学ぶ～AI時代を見据えた活用環境整備～

概要 対象ソリューション/キーワード

AI時代の到来をきっかけに、データドリブンな組織を目指したデータ基盤整備を急ぐ企業が増えていま
す。しかし文化や商習慣が異なる部門や地域を横断したデータの突合を考慮しながら正確に「ファクト」
を把握するにはただつなぐだけでなく、正しくデータを見せるためのデータエンジニアリングの技術が求められ
ます。外部へのデータ提供や、AIがデータを読み解き、業務を支援する未来を見据えた実装を実現する
にはどのようなアプローチが必要でしょうか。
本セッションでは人だけでなくコンピュータがデータを「ファクト」として扱う時代のデータ基盤のあり方

を見ていきます。

#データ連携 #データウェアハウス #データカタログ
#ビッグデータ #顧客データ管理 #データベース統合
#データ統合 #データ管理 #データラベリング #API

• データが散在していて活用できない／データエ
ンジニアが不足している

• データウェアハウスのパフォーマンスに課題がある
• 必要なデータを取り出せない

本内容は予告なく変更または実施を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。ご不明点等は営業担当までお問い合わせください。



コンテンツ
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視聴者の抱える課題

2. 2027年問題だけで済ませていいのか
投資を無駄にしない基幹システムのモダナイズ

概要 対象ソリューション/キーワード

いままで事業スピード向上を目指したデジタル化やデータ活用を目指してきた企業も、AI活用待った
なしの状況に直面しています。自社の変革に加えて、新たなビジネス創出に向けたシステム企画やGX
関連情報の集約と、新たな経営課題に対応したIT環境への要求も強まっています。レガシーなシステ
ムを抱えた企業がそれらのモダナイズと同時にこれらの経営課題に対応するには、大胆な舵取りが
必要になります。「崖」といわれる2025年を目前に控え、先行する企業はどのようにIT環境のモダ
ナイズを進めているのでしょうか。成功事例から「次の一手」を見つけるヒントをお伝えします。

#アプリケーションモダナイズ
#基幹システムクラウドリフト #経営データ統合
#プロセスマイニング #BPM

• レガシーシステムの刷新にあたり、生産性の高
い仕組みを構築したい。

• DX推進に寄与するシステム刷新の方法を知り
たい。

• 今後の経営課題に備えたシステム設計を模索
している。

本内容は予告なく変更または実施を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。ご不明点等は営業担当までお問い合わせください。



コンテンツ
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視聴者の抱える課題

本内容は予告なく変更または実施を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。ご不明点等は営業担当までお問い合わせください。

概要 対象ソリューション/キーワード

生成AIの登場で、従来は人の手が掛かっていた業務も自動化のスコープに入れられるようになって
きました。ただし生成AIをどの業務にどう適用させるかは各企業でノウハウを蓄積しなければなりません。
先行企業の実践例から自社実践のヒントとなる情報をお届けします。

#生成AI #RPA #ローコード／ノーコード
#AIとRPAの連携 #クラウドAIサービス活用
#AIチャットbot #プロンプトの自動生成
#APIによるアプリケーション連携
#社内データを活用したFAQシステム
#異なるアプリケーション間でのデータ転記
#自然言語によるワークフロー作成
#プロセスマイニング #Eメール本文の自動生成
#AIを活用したコールセンター業務の高度化

• 生成AIを社内データ検索に利用している、あるいは生成AIを社
内データ検索に使えることは知っており、さらにステップアップするた
めに専門性の高い業務で活用しているユースケースを知りたい。

• バックオフィス業務以外の専門的な業務におけるユースケースを
知りたい。

• 業務自動化がスケールしないため、生成AIが打開策として使え
るのかどうかを知りたい。

• 生成AIを導入してみたものの、社内での利用が尻すぼみになっ
ている。

• 生成AI活用に向けてコンサル等外部の手を借りることを考えて
いるので、情報収集したい。

3. ×AIで業務の自動化はどう変わるか 実践例に学ぶ「発想の転換」



コンテンツ

Copyright © ITmedia Inc.6

視聴者の抱える課題

※「1つのテーマにつき2社ご協賛決定」が実施条件となります。テーマの選択については、先着順で先に2社決まったテーマを優先いたします。
※本内容は予告なく変更または実施を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。ご不明点等は営業担当までお問い合わせください。

概要 対象ソリューション/キーワード

日本企業の経営層は、これまでにも環境の変化やビジネスの不確実性、複雑さ、そしてあいまいさといった、
いわゆる「VUCA」に直面し、頭を悩ませてきましたが、3年に及んだコロナ禍やロシアのウクライナ侵攻はその
先行きの不透明さにいっそうの拍車を掛けています。もはや過去の延長線上では乗り切れないでしょう。企業
が持続的な成長を実現していく切り札がデジタルテクノロジーであることは間違いありません。釈迦に説法です
が、DXとは、デジタルテクノロジーで顧客への提供価値を別次元へと高め、必要であればビジネスモデル全体
を変革する取り組みです。
企業で情報システムを統括しているエグゼクティブ層は、その取り組みを牽引する主導的な立場にありま
す。大胆かつ不断の変革の牽引役として期待され、情報システム、プロセス、そして組織の整備と人材育
成を戦略的に推進していくことが求められています。

#ERP #データ活用基盤のソリューション #DWH
#DMP #コンサルティングサービス など

• 戦略策定の上でどのようなデータをどう活用すればよいのかを知り
たい

• 自社の強みになるデータを再整備をしたい
• データを活用して柔軟に戦略を組み替える体制を構築したい

4. エグゼクティブ向けDX

データ/AI活用による経営の高度化 脱炭素経営の推進

環境の変化やビジネスの不確実性、複
雑さ、そしてあいまいさといった、いわゆる
「VUCA」が常態化した時代、もはや経
験や勘では荒波を乗り切れません。デー
タこそが経営を駆動し、競争力の源泉と
なるでしょう。

既存情報システムの見直し/刷新 デジタル人材の育成

DX推進の中で、従来のERP活用がもは
や時代遅れであることは言うまでもありま
せん。財務情報と非財務情報、そして予
算・収益情報を一元的に管理できる新
たなエンタープライズシステムの整備が求
められています。

DX推進に必要な多種多様な「人
材」。「データサイエンティスト」がいれば
データの分析・活用が実現できるわけ
でもありません。経営から現場に至る
までデジタル活用に取り組む風土づく
りも欠かせないでしょう。

「2050年カーボンニュートラル」を実
現するには、グリーン成長戦略のもと、
エネルギー・産業部門の構造転換や
大胆な投資によるイノベーションを大
きく加速させる必要があります。

いずれかの1テーマを選択いただき、実施希望が多いテーマを優先に四半期ごとに1テーマを開催

開催中止 開催中止



コンテンツ
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視聴者の抱える課題

※本内容は予告なく変更または実施を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。ご不明点等は営業担当までお問い合わせください。

概要

対象ソリューション/キーワード

AI時代を目前に、企業が管理するデータ量は今後も増大することが予想されています。適
材適所でオンプレミス、エッジ、クラウド、プライベートクラウドとパブリッククラウドを使い分ける事
が多いIT環境においては、ビジネス成果の最大化と合わせてITコストやエネルギー効率最適
化も見え据えた管理が必要になります。
本セッションでは、マルチクラウドを前提としたデータセンター選定のヒントをお伝えします。

#マルチクラウド #ダイレクト接続
#CloudOps #IT部門におけるGXの推進

• クラウド移行後のIT環境を最適化したい
• IT基盤全体のコスト最適化を図りたい
• SaaSを含む業務環境のパフォーマンス向上を図りたい
• 今後利用するクラウドサービスに最適なIT基盤を知りたい

想定の視聴者層

概要

対象ソリューション/キーワード

これからの顧客体験は顧客とさまざまなチャネルでつながり、最適なタイミングでアクションを起
こせる仕組みを設計する必要があります。チャネルも多岐にわたり観測できる顧客のアクション
ポイントは拡大しています。大量のデータから顧客1人を見つけ出して最適なコミュニケーション
を取るCX領域はAIの力が生きる業務の1つと言えるでしょう。
本セッションではAIでCRMとその業務プロセスが具体的にどう変わるかを見ていきます。

#CRM #マーケティング関連ツール

良質な顧客体験な提供とそれによるロイヤルティ向上、LTV（顧客生涯価値）最大化を
担う、（主にB2C向けの小売企業やサービス業の）マーケティング部門・経営企画部門

5. AI、IoT、マルチクラウドの時代、データセンターの選び方は
こう変わる ～2030年を見据えたインフラ選定～

6. 生成AIが変える顧客接点
～CRM×AIで顧客と企業の関係をアップデートする

5. データセンターの選び方
6. AI×CX

開催中止



タイムテーブル
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5月13日（月）
1. データ基盤

5月14日（火）
2-1. 基幹業務システムのERP

2-2．AI×業務自動化
5月15日（水）

3.エグゼクティブDX

13:00-13:40 基調講演1 13:00-13:40
基調講演2-1

（基幹業務システムのERP）
13:00-13:40

基調講演3-1
（既存情報システムの見直し／

刷新テーマ）

13:50-14:20 スポンサーセッション1-1 13:50-14:20 スポンサーセッション2-1 13:50-14:20 スポンサーセッション3-1

14:30-15:00 スポンサーセッション1-2 14:30-15:10
基調講演2-2

（AI×業務自動化）
14:30-15:00 スポンサーセッション3-2

15:10-15:40 スポンサーセッション1-3 15:20-15:50 スポンサーセッション2-2 15:10-15:40 スポンサーセッション3-3

15:50-16:20 スポンサーセッション1-4 16:00-16:30 スポンサーセッション2-3 15:50-16:30
基調講演3-2

（データ/AIテーマ）

16:30-17:00 スポンサーセッション1-5 16:40-17:10 スポンサーセッション2-4 16:40-17:10 スポンサーセッション3-4

17:20-17:50 スポンサーセッション2-5

【ご留意事項】

• スポンサーセッションが2社未満の場合は、タイムテーブル（開催日やセッション順）の調整、集客人数が変更になる場合がございます。
• お申し込み締め切り日までにセッションプランでのご協賛がないセクションは実施を中止いたします。
• ご協賛状況に応じて、開催日程を含めたタイムテーブルが変更になる可能性がございます。

▼各セッション枠時間
・基調講演：40分
・スポンサーセッション：30分
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ご協賛メニュー

【備考】 ※申込者数は想定値となります。
※セミナー全体のセッションスポンサー数が3社未満の場合、全申込者数が減少する場合がございます。
※各セクションのセッションスポンサー数が3社未満の場合、セクション申込者数が減少する場合がございます。

自社セッション視聴者から、イベン
ト全体の申込者リストまで幅広く

獲得可能！

商品の魅力をセッションを通じて直
接訴求できる!

スポンサーセッションの準備
が難しい場合でも、

多くのリストを獲得可能！

スポンサーセッションの準備は難し
いけれど、セクションに興味がある

申込者リストを獲得可能！

プラチナプラン ゴールドプラン 全リストプラン セクションリストプラン

スポンサーセッション
Live配信＋アーカイブ

● ● - -

全申込者リスト（800名想定） 800名想定～申込者すべて - 800名想定～申込者すべて -

協賛セクション申込者リスト（350名想定） - 350名想定～最大450名 - 350名想定～最大450名

スポンサーアンケート ● ● - -

自セッション視聴者データ・レポートサイト ● ● - -

事前アンケート結果 ● ●
●

●

スポンサーロゴ掲載 ● ● ● ●

資料配布 ● ● - -

開催報告書 ● ● ● ●

料金（税別・グロス価格） ¥4,000,000- ¥2,800,000- ¥2,000,000- ¥1,700,000-

テーマ1～3, 5, 6（エグゼクティブ向けDXテーマを除く）

Copyright © ITmedia Inc.9
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ご協賛メニュー

※p.9の備考欄をご確認ください。 ※ゴールド+プランの詳細については営業担当にお問い合わせください。

プラチナプラン
＼1社限定！／

ゴールド＋ プラン ゴールドプラン 全リストプラン
セクションリスト

プラン

スポンサーセッション
Live配信＋アーカイブ

● ● ● - -

Executive session -

●
（ITmedia エグゼクティブ編集部がゲスト
講師をアサイン。スポンサーセッション時間内に

対談企画をコーディネート！）

- - -

全申込者リスト（800名想定）
800名想定～
申込者すべて

- -
800名想定～
申込者すべて

-

協賛セクション申込者リスト
（200名想定）

- 200名想定 200名想定 - 200名想定

スポンサーアンケート ● ● ● - -

自セッション視聴者データ・
レポートサイト

● ● ● - -

事前アンケート結果 ● ● ●
●

●

スポンサーロゴ掲載 ● ● ● ● ●

資料配布 ● ● ● - -

開催報告書 ● ● ● ● ●

料金（税別・グロス価格） ¥4,000,000- ¥3,300,000- ¥2,300,000- ¥2,000,000- ¥1,500,000-

テーマ4（エグゼクティブ向けDXテーマ）

Copyright © ITmedia Inc.10

お申込み受付終了



申込締切

お申込みからの流れ
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告知準備 告知開始

開催準備 開催 レポート

ご出展意思を担当営業にお伝えください。
後日弊社より発注書が送付されますので
DocuSignにご署名のうえご返送ください。

セッションのご講演者情報、ご講演タイトル、貴社ロ
ゴデータなどと合わせてご提出いただく、セッション登
録用紙を事務局へご提出ください。

事務局にて、イベント告知サイトをオープンいたします。
同時に視聴希望者の事前登録も開始いたします。

配布資料・視聴者向けセッションアンケート設問・
動画納品の場合のご講演データなどを事務局にご
提出ください。開催2営業日前までにレポートサイ
ト情報もお送りいたします。

会期終了3～5営業日以内に事前申込者のリスト
をご提出致します。終了後1～2週間程度、
セッションのアーカイブ配信を行います。※予定

開催報告書は集計後、別途営業担当よりご提出
いたします。

2024年4月上旬頃

2024年5月13日(月)～15日(水)

ライブ講演いただく場合は、事務局よりご案内する
時間までにアイティメディアのスタジオ受付にお越し
ください。

セッションプラン申込締切：2024年4月12日（金）
リストプラン申込締切：2024年5月10日（金）
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スポンサーセッション
Live配信＋アーカイブ

全申込者リスト 視聴者データレポートサイト

本内容は予告なく変更または実施を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。ご不明点等は営業担当までお問い合わせください。

ご協賛メニュー

御社の製品やサービ
スをPRできる、スポン
サーセッション枠をご
利用頂けます！スポンサーセッション画面

イメージ

機能：セッションアンケート・
セッション紹介・質問送信
フォーム・資料DL・関連リンク

イベントに申込みをされた、全申込者
の名刺情報のリストをお渡しします。

ご提供情報：名前・会社名・部署・役職・住
所・電話番号・メールアドレス・業種・職種・役
職クラス・従業員規模・関与など
納期：イベント終了後3～5営業日以内に
Excelデータ形式にて納品

セッションのレポートサイトを
ご提供します。

ご提供情報：「会社名」「部署
名」「役職」「電話番号」「メールア
ドレス」などの名刺情報
※DL可能です。

セッションアンケート 事前アンケート結果 スポンサーロゴ掲載 資料配布

貴社のセッション枠の時間内に、
独自のアンケートを実施頂けま
す。

※単一回答、複数回答、自由回答の
3種類を組み合わせて自由に設定頂け
ます。
※アンケートボタンを押すと、ポップアップ
で表示されます。

事前登録時に製品選定におけ
る立場など（BANT情報）等
も合わせて提供します。

※設問はアイティメディアが設定で個別
設定不可。

貴社セッション内で視聴者に向
けて、資料の配布が可能です。

配布点数：ご講演資料＋3点まで
※PDFデータを送付いただきダウンロー
ドリンクとするほかに、貴社の指定外部
リンクを設定することも可能です。

開催報告書

アイティメディアで一般来場者
へアンケートを行っており、その
集計結果を開催報告書として
会期終了後にご提供いたしま
す。

※個人情報は含まない、集計データで
のご提供です。

イベントの集客サイトに、貴社の
ロゴを掲示し、貴社サイトへのリ
ンクを設定いたします。

詳細

セクション申込者リスト

協賛セクションの申込者の「会社名」
「部署名」「役職」「電話番号」「メー
ルアドレス」など、名刺情報をリストに
てご提供します。

※事前申込時に該当セクションを視聴希望と
してチェックしている人(任意/申込時1カ所以
上の視聴希望必須)のリストが納品対象です。



ご協賛メニュー オプション1
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リード情報×主催アンケート回答情報付与

リード情報と主催アンケートの回答情報を紐づけることで、

興味関心や課題感がより深く可視化できるのでフォローしやすい！

リード カスタム納品サービス

イベントで入手したリードをMAツールへ直接納品や、

貴社フォーマットにあわせて加工して納品します！

通常のリード情報
アンケート回答
情報付与

■納品イメージ

お申込みいただいたプランに沿って納品されるリード情報に、主催アンケートの回
答情報を付与して納品致します。
※納品リードの中で、回答情報が付与されるリード／されないリードが発生します

料
金 20万円

■納期

リード情報│セミナー閉幕日の3-5営業日後に納品
アンケート回答情報 │セミナー閉幕日の2-3週間後を目途に追って納品
※アンケート回答情報の納期はイベントによって異なります

料金

～500件 10万円
500～1,000件 15万円
1,000件以上 20万円
3,000件以上 30万円

■納期

閉幕後6-8営業日後
※納期はイベントによって異なります

■納品イメージ

パターン1 パターン2 パターン3

貴社フォーマットに合わせてリード情
報を加工して納品

貴社利用のデータ連携ツールを介
してリード情報を納品

弊社パートナーのデータ連携ツール
を介してリード情報を納品※

加工

■備考

対応可能ツールはお問い合わせください。

MA/SFAMA/SFA

貴社契約データ
連携ツール

※Lead Brizzy初期設定を代行する場合、1
案件あたりオプション費用50,000円を頂戴しま
す



ご協賛メニュー オプション2

貴社セッションmp4動画納品 セッション動画活用リード獲得 セッション収録サポート 納品リストへのABMデータ追加

行動履歴ターゲティングタイアップ アフターフォローセミナー テレマーケティング
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料金 5万円
料金 30万円~

料金 18万円
料金 20万円

料金 150万円
料金 230万円

セミナーの講演動画や製品資料をTechTarget
ジャパン／キーマンズネットに転載し、セミナー後も継
続的に【属性＆件数を保証したリード獲得】を行う
ことができるサービスです。
詳細：
http://go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-
09-02/2bfy1tr

30分のセッション動画の収録をサポートするオプショ
ンです。専用のプロ機材と収録会場を提供し、手軽
に動画制作ができます。
講演者のお顔と資料スライドを同時に収録し、画面
右上に肩書やテーマのテロップを入れることも可能で
す。オンラインでの収録も対応しています。
※開催日の1.5カ月前までのお申し込みとなります。
※講演者が2名以上の場合や収録内容に応じて
追加費用が発生する場合がございます

アイティメディアのコンテンツ閲覧状況を分析し、各
企業の導入検討状況を推測できるABMデータを
納品リストに追加するサービスです。ABMデータに
よって企業の意図を可視化し、効率的な案件発
掘が可能となります。
※データ集計作業のため、通常より1営業日遅れての納品となりま
す。

詳細：go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-
10-19/2bvm1jn

読者の行動データを活用して、興味のある人を貴社
のタイアップ記事に誘導し、拡張配信によって同じ興
味を持つ人々にリーチするサービスです。このメニュー
は、ライブやオンデマンドの配信や録画データを活用
して要点をまとめ、別途の取材は行いません。
詳細：
https://go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-
09-09/2bjcm9g

貴社の訴求と読者の関心に合わせた企画を編集部
が設計し、アイティメディアが集客・配信までサポートし
ます。パネルディスカッションや30分のセッション動画の
収録も可能であり、プロ機材と収録会場を提供しま
すので、手軽に動画制作ができます。
詳細：
http://go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-
01-30/281s4xh

170万円➡ 245万円➡

イベント終了後、獲得したリードに対して所定の件
数分コールを実施致します。効果的に実施すること
で、高い反響率と顧客獲得効果が期待できます。
最低実施件数 50件～
期間 3~4週間（250件の場合）
※1000件以上は不可

料金 7万5千円～

セッションパンフレット作成

貴社セッションを元にオリジナルのパンフ
レットを制作し、印刷用データを納品。
データを営業資料としてセミナーや展示会で
の配布にご利用頂けます。取材内容はタイ
アップ記事広告としてメディアにも掲載し、
読者への認知獲得も行います。

詳細：
http://go.itmedia.co.jp/l/291242/2023-
12-15/2cycg7h

料金 120万円

セッションありのプランにお申込み頂き、実際に配信
した貴社のLIVEセッションの録画データを納品いた
します。
※mp4形式
※配信時のままの状態となるため、編集はありませ
ん。

http://go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-09-02/2bfy1tr
http://go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-10-19/2bvm1jn
https://go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-09-09/2bjcm9g
http://go.itmedia.co.jp/l/291242/2022-01-30/281s4xh
http://go.itmedia.co.jp/l/291242/2023-12-15/2cycg7h


ITによってビジネスを革新する
ビジネスリーダー向け実践情報サイト

ITmedia エンタープライズとは

各業界でDXを率いる先進企業のトップや
プロジェクトの先導役・デジタルリーダー

業種

会員の約6割が

ユーザー企業

役職者

会員の約7割が

役職者

500人以上従業員数

半数以上

従業員数

「ITmedia エンタープライズ」は、企業情報システム部門と事業部門（LOB：Li

ne of Business）の垣根を越えて「ITの力でビジネス課題を解決する」ことを目

的とした実践に役立つ情報を発信する専門メディアです。

■媒体名 ITmedia エンタープライズ

■URL https://www.itmedia.co.jp/enterprise/

■ PV 約148万 PV/月 約93万 UB/月 ※2022年6月実績

■メルマガ配信数 約21万通

■読者職種詳細
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課長クラス
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メディアガイド
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➀キャンセル料につきまして

申込書受領後または事務局案内開始後のキャンセルは、下記のキャンセル料が発生いたします。予めご了承下さい。

• 開催日41日前まで
• 開催日40日以内

：50％
：100％

②消費税につきまして ③配信プラットフォームにつきまして

消費税は別途申し受けます。 会場構成、運用システム等を含む配信プラットフォームは、都合により変更する場合がございます。

④オンラインでのセミナー配信リスクにつきまして

ライブ配信は常にリスクが伴います。以下にリスクを明示するとともに、当社の対策を記載いたしますので、予めご了承のほどよろしくお願いいたします。

●リスク1：インターネット回線およびインターネットサービスプロバイダーにおける障害

映像・音声ともに落ちてしまう可能性があります。直ちにバックアップPCおよびバックアップ回線での配信に切り替えます。

●リスク２：ライブストリーミングプラットフォームにおける障害

配信中にバッファをためておくことで、ユーザー環境によって映像の途切れや音声が途切れる現象を軽減します。
障害対策として常にバックアップ配信ができるようにシステムを冗長化していますが、
万が一配信プラットフォームが落ちた場合は視聴者にメールにて配信停止のお詫びを送付し、 後日オンデマンド版を案内いたします。

●リスク３：電源障害

映像・音声ともに落ちてしまう可能性があります。バックアップPCから配信停止のお詫びをアナウンスし、後日オンデマンド版をご案内いたします。

●リスク４：機材障害

映像・音声ともに落ちてしまう可能性があります。直ちにバックアップPCおよびバックアップ回線での配信に切り替えます。

●リスク５：視聴側における障害

総視聴数に対する単独（10％以下）の視聴不良はそれぞれの環境に起因する可能性が高いので、問い合わせに対して個別対応いたします。
10件単位で同様の症状がみられる（現場でご報告いただいた）場合は、配信停止のお詫びをアナウンスし、後日オンデマンド版をご案内いたします。
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アイティメディア株式会社
〒102-0094
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